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『拾
遺
風
躰
和
歌
集
』
続
群
書
類

従
活
字
本

の
成
立
経
過

中

川

博

夫

は
じ
め
に

 
鎌
倉
後
期
、
冷
泉
為
相
撰
と
考

え
ら
れ

て
い
る

『
拾
遺
風
躰
和
歌
集

』

の
諸

伝
本

の
本
文

に
つ
い
て
は
、
夙

に
井
上
宗
雄
氏
が
、
「
鎌
倉
後
期
歌
壇

の
趨
勢
」

(『立
教
大
学
研
究
報
誉

人
文
科
学
14
号
96
)

に
於

い
て

「
こ
の
集

は
写
本

に
よ
り

語
句

・
作
者
名

の
異
同
が
少

な
く

な
い
の
で
、
写
本

に
よ
る
校
合
が
絶
対

に
必

要

で
あ
る
」
と
指
摘

さ
れ
、

そ

の
後
御
自
身
が
、
 
『
中
世
歌
壇
史

の
研
究
 

南

北
朝
期
』
 
(昭
和
40
年
11
月
)

に
於

い
て

「
ご
く
主
要
な
固
有
名
詞

の
異
同
」

を

例
示
さ
れ
、
幾

つ
か
の

「
私
見
」

を
述

べ
ら
れ
た
。
し
か
し
以
後

同
集

の
伝
本

に
つ
い
て

の
研
究
は
管
見

に
は
入

ら
な

い
。
又
、
井
上
氏
が
右

の
御
論
放

で
検

討
さ
れ
た
以
外

の
伝

本
の
存
在
も
確
認
さ
れ

る
。
稿
老
は
機
会
が
あ
り
、 

『
国

書
総
目
録
』
及
び

『
私
撰
集
伝
本
書
目
』

に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
諸
伝
本

の
内
、

久
曽
神
昇
氏
蔵
本
、
有
吉
保

氏
蔵
本
、
竹
柏
園
本

を
除
く
諸
本

に
つ
い
て
調
査

し
得

た
。
 
(
猶
竹
柏
園
本

に
つ
い
て
は
所
在

不
明

で
あ

っ
た
。
又
、
右
目
録

に

記
さ
れ

て
い
る
以
外

に
、
宮
内
庁
書
陵
部

に

一
伝
本
が
蔵
さ
れ

て
い
る

こ
と
が

分

か

っ
た
)
次

に
そ

の
諸

本

の
歌
数

を
示
し
て
お
く
。

 
①
続
群
書
類
従
活
字
本
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

鵬

(
歌
数

)

②

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

(
二
〇
〇
i

一
二

六
)

 

(内

一
首
朱
小
字
補

入
)

③
島
原

公
民
館
松
平
文
庫
蔵
本

(
二

二
〇
ー
ヒ
)

④
高
松

宮
蔵
本

 

(
国
文
学
研
究
資
料
館

の
複
写
紙
焼
本

に
よ
る
)

⑤
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

(
二
〇
〇
ー

二
ニ
ヒ
)

 

(内

一
首
朱
小
字
補

入
)

⑥

続
群
書
類
従
原
本

(
写
本
)

⑦

慶
応

義
塾

図
書
館
蔵
本

 
⑧
島
原
公
民
館
松

平
文
庫
蔵
本

(
二
二
〇
1

八
)

⑨

北
野
天
満
宮
蔵

本

 
⑩
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

(
已
四
脚
)

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
50

 
⑪
水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

(
已
五
枷
)

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
0

 
詳
し
く
は
別

の
機
会

に
譲

る
が
、

の
研
究

南
北
朝
期
』
)
の
如
く
、
広
本
系

の
伝
本

本

(
⑧
～
⑪
)
と

に
二
大
別
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

さ
て
右

の
諸
本

の
内
、

533513531493317 317 318 318  412  491

 

諸
本

は
井
上
氏
も
御
指
摘

(『中
世
歌
壇
史

 
 
 
 

(①

～
⑦
)

と
抄
出
本
系

の
伝

続
群
書
類
従
活
字

本

(
以
下
活
字

本
)
は
唯

一
の
公
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刊
本

で
あ

り
、
又
他

の
諸
本
で
同
本

に
対

し
新
出
歌
を
有
す
る
も

の
は
な
く
、

詞
書
、
作
者
名

の
本
文

に
つ
い
て
も
、
同
本
が
他

の
諸
本

に
比
し

て
欠
く
場
合

は
殆

ん
ど
な

い
。
従

っ
て
、
諸
伝
本

の
比
較
検
討

に
際

し
、
活
字

本
を
も

っ
て

そ

の
中

心
と
す
る

の
が
、

例
え
ば
番
号
を
附
す
な
ど

の
点
で
、
便
宜
的
で
あ
る

と

一
応

は
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
紙
幅

の
都
合

に
よ
り
上
記
諸

本

の
全
貌

に

つ

い
て
は
や
む
を
得
ず

割
愛
し
、
本
稿

に
於

て
は
活
字
本
本
文

の
成
立
経
過
を

明
ら

か
に
す

る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と

し
た

い
。
 
『
拾
遺
風
躰

和
歌
集

』

に
限

ら
ず
、
活
字
版

の
続
群
書
類
従
所
収

の
各
本
文
は
、
塙
家
編
纂

の
続
群
書
類
従

原
本

(
現
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

)

の
本
文
そ

の
ま
ま
で
な

い
こ
と
は
周
知

の
如
く

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

注
1

・

で
あ

る
。
即
ち
、
活
字

本

の
成
立
経
過
を
明

ら
か

に
す
る
と

い
う

こ
と
は
、
原

続
群
書
類
従
本

に
ど

の
様

な
校
勘
が
加
え

ら
れ
た

か
を
明
ら
か

に
す
る

こ
と
で

も
あ

る
。

注

1
参
考

U
川
瀬

一
馬
氏

号
)。

「綾
群
書
類
従

の
編
纂

に
就

い
て
」 
(『書
物
展
望
』
第
二
巻
四

 
本
稿

で
直
接
言
及
す
る
四

つ
の
伝
本

の
書
誌
を
示
し
て
お
く
。

ω
続
群
書
類
従
原
本

(
写
本
)

 
宮
内
庁
書
陵
部

に
蔵
さ
れ
て

い
る
続
群
書
類
従

の
原
本

(
35
9
臼

4

)

の
内

の
巻

三
百

七
十

に
当

る
も

の
で
あ
る
。
当
本

は
現
在
閲
覧
停
止
中
で
あ
り
、
書

陵
部

の
複
写
紙
焼
本

に
よ

っ
て
調
査
し
た
。
以
下

は
そ

の
複
写
紙
焼
本
と
書

陵
部
出

納
係

の
御
教
示
と

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

 
写
本
。
袋
綴

一
冊
(
仮
綴
)
。
布

目
白
茶
色
表
紙
。
縦

二
七

・
二
糎
、
横

一
九

・
五
糎

。
外
題

は
表
紙
左

肩
単
枠
題
簸

に

「
績
璽
書
類
従
 

三
百
七
十
」
、 

表

紙
中
央
上
部

に
白
紙
を
貼
り

「
拾
遺
風
躰
和
歌
集
」
、

内
題
は
本
文
巻
頭

(
一

オ
)

に

「
拾
遺
風
躰
和
寄
集
巻
第

一
」。
見
返

し
右

上
隅

に

「
和
寄

三
百
七
十
」

(
数
字

は
朱
)
。
本
文
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付

三
十
九

丁
。
毎
半
葉

十
四
行
、
和
歌

一
首

一
行
書

き
、
詞
書

三
字
下
げ
。
歌
数

細
首

、

一
オ
に

「
宮

内
省
圃
書
印
」

の
印
。
今
、
続
類
従
本
と
す

る
。
略
号

H
続
。

②
続
群
書
類
従
活
字
本

 

第
十
四
輯
上
 
和
歌
部

五
 
巻
第

三
百
七
十
。
歌
数

鵬
首

.
明
治

四
十
三
年

九
月
十

一
日
印
刷
、

同
十

五
目
発
行

(
発
行
者

11
経
濟
雑
誌

雌
)。

本
文
巻
末

に

〔
右
拾
遺
風
躰

和
歌
集

以
秘
閣
本
校
合
〕
と
あ

る
。
今
、
活
字
本

と
す

る
.

略
号

"
活
。
但
、
次

に
示
す
再
版

と
の
比
較

に
於

い
て
は
雑
誌

社
版

(
略
口σ
11

雑
)
と
す
る
。

 

右
は
所
謂
活
字
版

の
初
版

で
あ

る
、
し
か
し
そ

の
再
版

で
あ

る

「
績
群
書
類

從
完
成
會
」
発
行
版

に
於

い
て
は
若
干

の
改

副
が

な
さ
れ

て

い
る
。

そ

の
完

成

会
版

の
初
版
本

に
つ
い
て
も
次

に
示

し
て
お
く

、

 

大
正
十

二
年

八
月
二
十

日
印
刷
、
同
廿

五
日
発
行
(
発
行
者

11
太

田
藤

四
郎
、

発

行
所
11
績

群
書

類
從
完

成
會

)
。
今
、
完
成
会
版
と
す

る
。
略
号

目
完
。

㈹
国
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫
蔵

本

(
二
〇
〇
ー

二

一
六
)

 

写
本
。
綴
葉

装
四
折

一
帖
。
栗
皮
表
紙
。
縦

一
六

・
一
糎
、
横

一
二

・
一
糎
。

外

題
は
表
紙
左

肩

に

「
拾
遺
風
膿
 

全
」

と
打
付
書
ぎ
.

内
題

は
本
文
巻

頭

(
一
ウ
)

に

「
拾
遺

風
躰
和
歌
集
」
(巻
第
表
記
せ
ず
。
)。
本
文
料
紙

は
斐

紙
。
墨

付
五
十
九
丁

(
一
折
十
六
丁
、

二
折

二
十

丁
、

三
折

二
↑

丁
、

四
折
三
丁
)
、

遊
紙
前

一
枚
、
後

十
五
枚
。
毎
半
葉

十
行
、

和
歌

一
首

一
行
書

ぎ
、

詞
菖

.
一字

下
げ
Q

歌
数

鵬
首
。

前
遊
紙

一
枚
目
表

に

「
秘
閣
圖
書

文
庫

」

の
朱
印

(
「
消

印
」
有

り
)
、

一
オ
と
後
遊
紙

一
枚
目
表

に

「
太
政
官
文
庫

」
の

朱

印
.

一
三

オ
九
行
目

の
次

に

「
百
首
貯

の
巾

に
、
や
ま
も
と
の
す
き

の
し
た
み
ち

か

っ
み

え
て
き

り
ふ
き

な
か
す

み
わ

の
河
風
」
が
朱
小
字
で
補
入
さ
れ
て

い
る

、
又
、

一22一



二
七
ウ
～

二
九

ウ
に
か
け

て
明
ら
か
な
歌
序

の
錯
簡

(鵬
～
辮
詞
」
、
躍
～
脇
」
、

脚
～
鮒
詞

・
作
、
脚
作

・
歌
」
、
㎜
～
劉
詞

・
作
」
、
劉
歌
～
瑚
、
部
蹉
名
、
捌
歌
～
魏
」
。)

が
あ
る
。
今
、
内
閣
甲
本

と
す

る
。
略
号

H
内
甲
り

ω

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

(
二
〇
〇
ー

二
二
七
)

 
写
本

。
袋
綴

一
冊

。
薄
茶

色
表
紙
。
縦

二
八

∴
二
糎
、
横

一
二

・
六
糎
。
外

題

ナ
シ

(但

、
表
紙

左
肩

に
題
篭
剥
落

の
形
跡
有
り
。
)
。
内
題
は
本
文
巻
頭

(
一

オ
)

に

「拾
遺

風
躰

和
冴
集
巻
第

一

(～
+
)
」
。
本
文
料
紙

は
楕
紙
、
裏

打

ち

を
施
す
。
墨
付

三
十

九
丁
。
遊
紙
前

一
枚
後
三
枚
。
毎
半
葉
レ
四
行
、
和
歌

一

首

一
行
書

き
、
詞
書

三
字

下
げ
、
歌
数

娚
首
。

一
オ
に
「
書
籍
館
印
」
、

「
日
本

政
府
圃
書
」
、
「
淺
草
文
庫
」
、
「
和
學
鷲
談
所
」
の
各
朱
印
、
三
九

ウ
に

「
和
學

講
談
所
」
の
朱

印
、

上
部

に
貼

り
紙

を
し

㎜側
毒
γ
潟

並
一
(天
地
逆
)
と
あ
る
。

七
ウ
九
行

目
の
次

に

「
藤
原
隆
翰
 
中

N
に
と
ふ

に
つ
ら
さ

の
あ
る
身
と
も
し

ら
て
や
過

る
を
き

の
う
は
風
」
が
朱
小
字
で
補
入
さ
れ

て
い
る
、
見
消

・
傍
記

等

多
数
あ
り
。

二
五
ウ
～
二
六
ウ
の
上
部

に
破
損
が
あ
り
本
文

が
失
わ
れ

て
い

る
。
 
(
裏
打
ち
補
修
済
み
)
今

、
内
閣

乙
本
と
す
る
。
略
号

"
内

乙
。

 
続
類
従
本

と
活
字

本
は
歌
数

の
点
だ
け

で
も
大
き
く
異

な
る
.
こ
れ
は
右

に

示
し
た
活
字

本

の
言
う

「
秘
閣
本
」

な
る
伝
本

に
よ

っ
て
校
合
が

な
さ
れ
た
結

果

に
よ
る
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

よ

っ
て
以
下
先
ず
続
類
従
本

の
底
本

を
明

ら

か

に
し
、
続

い
て
そ
の

「
秘
閣
本
」

つ
ま
り
は
校
合
本

に

つ

い

て

明

ら
か
に

し
、
活
字
本

の
成
立
経
過
を
辿

っ
て
み
た

い
。

 
猶
、
便
宜
的

に
活
字
本
の
巻
頭
歌

を
1
番
と
し
以
下
鵬
番
ま

で

番

号

を

附

し
、

こ
の
番

号
を
も

っ
て
示
す
こ
と
と
す

る
。

へ歌
番
号
の
下
の
数
字
は
句
数
を
示

す
。
作
者
名
目
作
、
詞
書
11
詞
と
す
る
)
。
又
、
写
本

本
文

の
翻

刻
は
通
行

の
字
体

に

よ
り
、
本
文

の
比
較

箇
所

に
は
適

宜
傍
点

を
附
す
。

 

 
 
 

二

 
先
ず

内
閣
乙
本

と
続
類
従
本
と

の
関
係
を
明

ら
か
に
し
た

い
。
内
閣

乙
本
が

「
和
学
講
談
所
」
本

で
あ

り
、
又
歌
数

・
本
文

の
状
態
等

一
見

し
て
共
通
点
が

あ
る
。
従

っ
て
両
者

に
何

ら
か
の
関
係
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

 

 
 
qD

 

内
閣
乙
本
と
続
類
従
本

は
、
共

に

一
オ
よ
り
起
筆

し
毎
半
葉
十

四
行
書
き

に

し
、
三
九
ウ
で
五

・
六
行
分

の
空
白
を
残

し
本
文

を
終
え

る
。
各

丁
の
字
面
も

ほ
ぼ

一
致
し
て

い
る

(猶
字
面

の
高
さ
は
約

二
三
糎
)
。

ち
な
み
に

2
こ
ほ
り
ゐ
て
と
を
か
か
り
ゆ
く
し
か
の
う
ら
浪
を
さ
そ
ひ
て
春
は
来
に

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

け
り

の
如
く
歌
末
を

二
行

に
分
け

て
書
く
場
合
も

両
者

は

一
致

し
て

い
る
。
更

に
、

本

文

の
表
記
法
i
仮
名

遣
い
、
漢
字
・
仮
名

の
別
、
送

り
仮
名
、
漢
字
異
体
字

、

仮
名

の
草
体
等
1

に
も
殆
ん
ど
異
同
は
な

い
。
但
、

両
老

の
書
体

は

一
致

し
て

は
お
ら
ず
、
影
写

関
係

に
あ

る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
従

っ
て
、
内
閣

乙
本

と

続
類
従
本
と

に
直
接
的
書
写
関
係
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
は
臨
摸

さ
れ
た
も

の

で
あ

る
可
能
性
が
高

い
。

こ
の
こ
と
を
念
頭

に
、
以
下
両
者

の
本
文
を
具
体
的

に
細
か
く
比
較
し
て
み
た

い
。

 

 
 
㈲

 

部
立
構
成

に
つ
い
て
今

回
調
査

の
諸
本

に
問
題
と
な
る
異
同

は
な
く
、
そ

の

順
は
次

の
如
く
で
あ
る
Q

 

春
、
夏
、
秋

、
冬
、
賀
、
哀
傷
、
離
別
、
鋸
旅
、
恋
、
雑

(雑
、
神

祇
、

釈

 

教
)

 

し
か
し
、
そ
の
部
立
名

の
記
し
方

に
つ
い
て
は
諸
本

に
異
同
が
見

ら
れ
る
。

要
点
を
次

に
示
す
。
 
(
抄
出
本

は
除

く
)

。
内
閣
乙
本
と
続
類
従
本

(及
び
活
字
本
)
は
、
「
拾
遺

風
躰
和

紆
集

巻
第

一
」

一23一



春
寄
」

の
如
く
記
す
。
諸
本
は

「春
寄

」、
「
春
部
」

の
如
く
記
す
。

・
内
閣
乙
本
と
続
類

従
本

(及
び
内
閣
甲
本

、
活
字
本

、
松
平
文
庫
本
)
は

「
離

別
」
と
記
す
。
諸
本
は

「
離
別
紆
」
と
記
す
。

。
内
閣

乙
本
と
続
類
従
本

(
及
び
内

閣
甲
本
、
活
字
本
)
は
、
「
釈
教
寄
」
が

、

同
歌
群

の
最
初

の

一
首

(
獅

「
さ
と
り
と
は
…
」
)

の
詞
書

と
な

っ
て

い

る
。

諸
本

は
形
式
上

「
神
祇
歌
」
同
様
詞
書

と
は
区
別

し
て
記
し
て

い
る
。

以
上
、
と
も

か
く
、
内
閣

乙
本
と
続
類
従
本
は
部

立
名

の
記

し
方
も

一
致

し
て

い
る

の
で
あ
る
。

 
右

に
関
連

し
、
抄
出
本

は
除
き
諸
本
は
四
十
首

弱

の
釈
教
歌

を
巻
末

に
有

し

て

い
る
。

と

こ
ろ
が
、
内
閣

乙
本
と
続
類
従
本
も
巻
末

に
六
首

の
釈
教
歌
は
有

す
る
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
遍

上
人

細
西

へ
行
山
の
岩
ね
を
ふ
み
な
れ
は
菩
こ
そ
道
の
さ
は
り
成
け
れ

(活
)

以
下

の
三
十
首
程
を
欠

い
て

い
る
。

こ
れ
は
、
前
述

の
如
く
両
者

共
に
最
終
歌

の
次

に
六
行
程

の
空
白
が
あ

り
、
落

丁
等

の
理
由

に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
途

中

で
書
写
を
止

め
た
も
の
か
、
同
様

に
三
十
首
程
を
欠
く
本
文
を
有
す
る
伝
本

に
依
拠

し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

さ

て
前
記

の
如
く
総
歌
数
は
、
内
閣
乙
本

鵬
首
、
続
類
従
本
捌

首

で

あ

る

が
、
後
者
が
前
者

に
対
し
て
欠
く

二
首

の
他

は
歌

の
出
入

・
歌
序

に
異
同
は
な

い
Q
そ

の
二
首

は
、
内
閣
乙
本

の
書
誌

に
記

し
た
、
後

の
補
入
と
考
え
ら
れ
る

朱
小
字
書

き
の

一
首

(
87
番
)
と
、

78
影
う
か
ふ
軒
の
ほ
た
ひ
か
す
か
に
て
水
の
音
の
み
た
か
く
聞
ゆ
る

 
 
 
 
 
(諸
本
「
ほ
た
る
ひ
」)

の

一
首

で
あ
る
。

こ
の
78
番
は
歌
本
文

の
み
見
え
ず

(詞
書

・
作
者
名
↓

「題
し

ら
す
」
、
「前
参
議
雅
有
」
)
一
首
分
空
白
と
な

っ
て

お
り
、
続
類
従
本
書
写
段
階

で

何

ら
か
の

理
由

に
よ
り
欠
落

し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
続
類
従
本

は
内
閣
乙
本

に
対
し
、
作
者
名

に
つ
い
て
二
例

(
32

「
寂
俊
法
師
」
、

脇

「
寂
蓮

法
師

」)

を
欠

く
。
こ
れ
は
共

に
丁
の
変
わ
り
目

に
当

っ
て

お

り
、
や
は
り
続

類
従
本
書
写
段
階
で
欠
落

し
た
可
能
性
が
高

い
と
思
わ
れ
る
。

 

以
上

の
本
文

の
出
入
り
の
点

よ
り
、
続
類
従
本

は
内
閣
乙
本

の
親
本
た
る
可

能
性
は
否
定
さ
れ
る
。
そ
の
逆
の
関
係
を
予
見
し

つ
つ
、
考
察

を
進

め
る
。

 
 
 
の

 

書
誌

に
記
し
た
内
閣
乙
本

の
破
損
部
分

に
つ
い
て
、
続
類
従
本

と
比
較
し

て

み
る
と
、
例
え
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(口
は
破
損
を
示
す
。
但
、
判
読
可
の
も
の
は
中
に
記
す
)

 
 
 
 
(諸
相
焉

恋」)
 

 

 

 

 

 

 

平
義
村

鋤
 
 
 
 
 
=
塵
た
田
の
沖
に
さ
す
さ
ほ
の
知

へ
も
つ
ら
き
あ
ま
の
つ
り
舟

 

(諸
本

「み
る
め
な
註
)
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
雅
本

鵬
い
か
に
せ
む
一あ
 
の
 
も
一の
塩
た
れ
て
わ
れ
か
ら
ぬ
る
ン
袖
の
う
ら
浪

 
 
 
 

(諸
本

「あ
ま
の
か
る
も
」
)

 
 
 
 
 

題
し
ら
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
豆
守
盛
継

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(内
閣
乙
本
)

 
 
 
 
 

⇔
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(一目
は
空
白
を
示
す
)

 
 
 
 
 
 
 

恋
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
平
義
村

た
田

の
沖
に
さ
す
さ

ほ
の
知

へ
も

つ
ら
き
あ
ま

の

つ
り
舟

の
塩
た
れ
て
わ
れ
か
ら
ぬ
る
》
袖

の
う
ら
浪

平
雅
本

 
 
 
 
 

題
し
ら
す
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
豆
守
盛
継

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(続
類
従
本
)

の
如

く
、
二
五
オ
～
二
六
オ
上
部

の
内
閣
乙
本

の
破
損
部
分

(
細
～
鵬
、
鋤
～

調
、
脚
～
謝
番

)

に
対
応
す

る
部
分
が
続
類
従
本

で
は
空
白
と

な

っ
て

い
る
。

こ
れ
と
同
様
、

   一一



64
た

ち
は
な

に
あ

や
め
の
ま
く

ら
か
ほ
る
夜

は
む
か
し
を
「旦

ふ
か
き

り
成

け
り

(内
乙
)

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
(諸
本

「忍
」)

 

 
 

 

 

⇔

 

た
ち

は
な

に
あ

や
め
の
ま
く
ら

か
ほ
る
夜

は
む
か
し
を
臼

ふ
か
き

り
成
け

り

(続
)

の
如

く

、

畠
、

85
、

96

、

㎜

、

鵬
、

捌
番

の
本

文

の
内

閣

乙
本

の
虫

損

等

破

損

部

分

に

つ
い

て
も

続

類

従

本

で
は

空

白

と

な

っ
て

い
る
。

又

、

そ

の
他

続

類

従

本

本

文

が

空

白

で
あ

る
箇

所

を

み
る

と

、

そ

れ

に
対

応

す

る
内

閣

乙
本

の
本

文

は

、

字

の
変

形

等

に

よ

り
判

読

し
難

い
場

合

や
意

味

が

通

じ

難

い
場

合

(
7

例

11

10
、

36
、

80
、

鵬
、

川
、

魏
、

姻
番

)

で
あ

る
Q

一
例

を

示

し

て
お

く

。

 

 
 

 

 
● 
 
 
し
ろ
く

36
春

た
け

て
紀

の
川

ふ
ね
な

か
る
め
り
よ
し
野

ン
お
く
は
花
や
ち
る
ら

ん

(内
乙
)

 

 
 

 

(字
が
か
な
り
変
形
し
て
い
る
)

 

 
 

 

 

⇔

 
春
た
け

て
…UD…川

ふ
ね
な

か
る
め
り
よ
し
野

ン
お
く
は
花
や
ち
る
ら
ん

(続
)

 

次

に
内

閣

乙
本

に
多

数

見

ら
れ

る

見

消

・
傍

記

等

に

つ
い
て

み

る

と

、

4

2

 

 
 

 

ま
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の

「
嵐

も

よ

わ

る
」
 

(内

乙
)

↓

「
嵐

も

よ
は

る
」

(
続

)
、

29

5

「
を

は

つ
せ

め

山

」

(内

乙
)

↓

「
を

は

つ
せ

の
山

」

(
続

)

の
如

き

が

26
例

、

86

5

「
心

な

ら

ん
」

(内

乙
)

↓

「
心

な

る

ら

ん
」

(
続

)

の
如

き

が

9
例

あ

る

。

以

上

は

内

閣

乙
本

の
本

文

が

続

類

従

本

で

は
訂

さ

れ

て

い
る
も

の

で
あ

る

。

し

か

し

そ

の

他

、

鵬

2

「
下

岩

か
く

る

れ
」

(
内

乙

)

↓

「
下
岩

か
く

る
れ

」

(
続

)

の
如

き

 

 
 

 

 

 
 

 

 

≧ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ

が

5
例

、

㎜

2

「
龍

田

の

い

か

に
」
 

(
内

乙

)
↓

「
龍

田

の

い
か

に
」

1
例

、

 

 
 

 

の
 
 
 
 
 
 
 
≧

47

詞

「
花

を

心

を
」

の
如

く
傍

記

も

共

通

し

て

い
る
も

の
が

3

例

あ

る

。

又

、

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

り
也
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
音
也

m
秋

の
よ

の
月

の
こ
ほ
り

の
名
と

の
川
な
き
な
あ
ら
か
す
な
み

の
春
哉

(内
乙
)

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

は
也

に

つ

い
て
、

続

類

従

本

は

「
は

也

」

の
傍

記

の

み
を

落

と

し

て

い
る

。

又

、

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
本
ノ
マ
・

脚
今

は
た

》
月

と
花

と
に
音
を

そ
な
く
あ
は
れ
し
れ
か
た

へ
を
恋

つ
〉

(内
乙
)

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

(諸
本

「あ
は
れ
し
れ
か
し
人
を
)」

の
如

き

「
本

ノ

マ

・
」

の
傍

記

を

続
類

従

本

は
落

と

し

て

い
る

(
2
例

)
。

そ

の

他

、
内

閣
乙
本

の
本
文
が
判
読
し
難

い
場
合

で
続
類
従
本

の
本
文
が
整

っ
て
い

る
場
合

も
あ

る
。

次
の
2
例

で
あ
る
。

47
せ
み
の
は
の
う
す
く
れ
な
ゐ
の
を
(3

そ
く
ら
お
る
と
は
す
れ
と
花
も
た
ま
ら
す
(内
乙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
(続
) 
 
 
 
 

よ

73
ゆ
く
ほ
た
る
む
ろ
の
や
し
(?
)
に
こ
か
れ
て
も
け
ふ
り
わ
そ
わ
ぬ
思
ひ
成
け
り
(内
乙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
(続
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
≧

右

は
本

文
解

釈
上
問
題
が

な
い
と
考
え
ら
れ
、
続
類
従
本
成
立
段
階

で
校
訂

し

た
と

一
応
考
え
ら
れ
る
。

 

以
上
を
勘

案
す
れ
ぽ
、
続
類
従
本
は
内
閣

乙
本

を
底
本
と
し

た
こ
と
は
ほ
ぼ

明
白
で
あ
る
。
又
、
底
本

に
忠
実
な
る
態
度

で
書
写
が
な

さ

れ

た

と
推

測
さ

れ
、
そ
し
て
そ

の
過
程

に
於

い
て
、
底

本
で
あ

る
内
閣

乙
本

の
本
文

の
明

ら
か

な
る
誤
り
は
改

訂
し
た
が
、
幾

つ
か

の
本
文

に

つ
い
て
は
校
訂

を

保

留

し

た

り
、
傍

記
を
落

し
た
場
合
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
 
 

⇔

 
最
後

に

一
応
内

閣
乙
本
と
続
類
従
本

の
本
文

の
字
句

の
異
同

を
確
認

し
て
お

く
。
全
部

で
27
例
あ
る
。

こ
の
内
、
例
え
ぽ
、

7
明
わ
た
る
お
き
つ
浪
ま
に
ね
を
た
え
て
霞
に
や
と
る
う
き
嶋
の
ま
つ

(内
乙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
(続
)

24
霞
た
つ
雲
ゐ
の
ひ
は
り
こ
ゑ
は
し
て
そ
こ
と
も
し
ら
ぬ
野
辺
の
草
ふ
し

(内
乙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
(続
)

蹴
思
ひ
と
け
は
と
ま
る
は
行
を
し
た
ふ
こ
そ
は
か
な
き
よ
り
も
は
か
な
か
り
け
れ

(内
乙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
り
(続
)

の
如

く
、
本
文
解

釈
上
続
類
従
本
本
文

に
意
識
的
校

訂
の
必
然
性
が
認

め
ら
れ

ず
、
仮
名

の
草
体

の
単
純
な
る
誤
読

・
誤
写

に
よ
る
と
考
え
ら
れ

る
異
同
が

17

例
あ

る
。

又
、

㎜
作

「
三
条
院
入
道
左

大
臣
」
 
(
内

乙
)
↓

「
二
条
院

入
道
左

大
臣
」
 

(続
)

の
如
き
も

こ
れ

に
準
ず

る
。

そ
の
他
、

肥
身
を
う
し
と
思
ひ
初
に
し
ふ
ち
こ
ろ
も
な
を
お
り
ふ
か
き
一お
り
に
「あ
る
哉

(内
乙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞
に
も

(続
)

一25-一



 
 
 
 
 
 
 
 
(虫
損
の
為

「お
り
」
の
連
字
を

「聞
」
の
草
体
に
誤
読
し
た
か
)

鵬
秋
た
匠

[も
さ
ひ
し
く
見
え
し
か
た
岡
の
一
む
ら
す
}
き
霜
か
れ
に
け
り

(内
乙
)

 
 

め
(続
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(虫
損
の
為

「爾
」
の
草
体
を

「め
」
と
誤
読
か
)

の
2
例
は
、
内
閣
乙
本

の
虫
損
部
分

の
本
文

の
誤
読

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
異

同
で
あ
る
。
更

に
、

脇
鳥

の
ね
を
里
に
の
こ
し
て
あ
り
明
の
月
に
こ
え
ゆ
く
さ
夜
の
中
山

(内
乙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空
(続
)

(「
こ
」
と

「え
」
の
連
字
を
、

「
こ
」
の
上
の
画
を

「
虐
」
の
点
と
し
、

「空
」

一
字
に

誤
読
し
た
か
。
同
様
の
も
の
が
他
2
例
あ
る
)

搬
あ
し
ふ
き
の
や
へ
の
し
ほ
風
夜
や
さ
む
き
こ
や
に
ひ
ま
な
く
う

つ
衣
哉

(内
乙
)

 
 
 
 
 

火
(続
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
「や
」
と

「
へ
」
の
連
字
を

「火
」

一
字
に
誤
読
し
た
か
)

の
4
例
は
、
仮
名

の
連
字

を
漢
字

一
字

に
誤
読

し
た

こ
と

に
よ
る
と
考

え
ら
れ

る
異
同
で
あ

る
。

 
以
上
、
続
類
従
本
本
文
書
写

段
階

で
の
誤
読

・
誤
写
と
考

え
ら
れ

る
異
同
以

外

に
次
の
3
例
が
あ
る
。

m
今
朝
ち
れ
は
又
初
花
に
成
に
け
り
う
つ
ろ
ふ
き
く
に
霜
や
お
く
覧

(内
乙
)

 
 

み
(続
)

 
 
 

小
将
内
侍
身
ま
か
り
け
る
時
に
さ
ま
か
へ
て
後
藤
原
信
実

 
 
 

に
を
く
れ
て

(内
乙
) 
 
 
 
 
 
 
 

弁
内
侍

 
 
 
 
 
 
 

る

(続
)

騰
く
れ
竹
の
う
き

一
ふ
し
に
身
は
す
て
つ
又
い
か
さ
ま
に
世
を
そ
む
か
ま
し

鱗
く
り
返
し
た
の
む
心
あ
は
れ
と
も
神
に
み
か
さ
の
も
り
の
し
め
な
わ

(内
乙
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
(続
)

m
番
と

鰯
番

に
っ
い
て
は
、
後
者
は
特

に
誤
読

・
誤
写
と
も
考
え
得
る
が
、

共

に
本
文
解
釈
上
内
閣

乙
本

に
妥
当
性
が
あ
る
と
は
言
え
ず
、
続
類
従
本
書
写

段

階
で
校
訂
し
た
も

の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
鋤
番

に
つ
い
て
は
字
体

か
ら
し
て
誤

読

・
誤
写
と
は
考

え
難

い
。
こ
の

一
首
は

『
新
後

撰
集
』

に
入
集

し

て

お

り

(
55
番
)
、

そ

こ
に
は

「
少
將

の
内
侍
身
ま
か
り
け
る
時
さ
ま
か

へ
て
後

い
く

 

1

程
な
く

て
信
實
朝
臣

に
後

れ
て
よ
み
侍

り
け
る
」
(
『國
歌
大
観
』)
と
あ
る
。
又
、

諸
本
も
内
閣
乙
本
と
同
様
で
あ
る
。
従

っ
て
本
文
解
釈
上
内
閣
乙
本

に
妥
当
性

が
あ

る
と
考
え

ら
れ

よ
う
が
、
続
類
従
本
書
写
段
階

で

「
送
れ
る
(
歌
)
」

の
意

に
解

し
た
結
果

か
と
も
思
わ
れ

る
。

 

以
上
の
異
同

は
そ
れ

を
も

っ
て
内
閣

乙
本
と
続
類
従
本
を
別
系
統

の
伝
本
と

す
る
に
至
ら
ず
、
む

し
ろ
両
者

の
忠
実

な
る
書
写
関
係

を
示
す
も

の
と
も
言
え

よ
う
。

 
 
 

qゆ

 

以
上
GD
～
09

よ
り
し
て
、
続
類
従
本

は
、
内

閣
乙
本

を
底
本
と

し
て
、
部
分

的
な
本
文

の
整

定
を
行

い
つ
つ
、
臨
摸

成
立
し
た
も
の

で

あ

る

と
推
定

さ
れ

る
。
そ
し
て
そ
の
続
類

従
本

は
、
 

「秘

閣
本
」

と

の
校
合

を
経

て
活
字
本

の
形

と
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
Q

次

に
そ

の

「
秘
閣
本
」

に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た

い
。

 
 
 
 

三

 

前
記

の
如
く
活
字
本
は
鵬
首
を
有
し
て

い
る

の
に
対
し
そ

の
底
本

た
る
続
類

従
本
は

畑
首
で
あ
る
。
従

っ
て

「
秘
閣
本
」
即
ち
校
合
本
は
、
少

な
く
と
も
続

類
従
本

の
欠
く
42
首
を
補
う

こ
と

の
で
き
る
伝
本

で
あ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今

回
調
査

の
諸
本

の
中

で
こ
の
条
件
を
満
た
す

の
は
内
閣
甲
本

の

み

で

あ

る
。

又
、

こ
の
内
閣
甲
本
は
書
誌

に
示
す
如
く

「
秘
閣
圖
書
文
庫
」

の
印
を
有
し
て

い
る
。
以
上

の
二
点

よ
り
校
合
本
は
内
閣
甲

本
で
あ

る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
、

以
下
そ
の
見

地
に
立

っ
て
考
察
す

る
。

 
 
 

ω

 

活
字
本

に
対
し
て
続
類
従
本
が
本
文
を
欠
く
場
合
1

つ
ま
り
校

合
本

に
よ

っ

一26一



て
補

わ

れ

た

と
考

え

ら

れ

る
本

文

を

次

に
番

号

で
示

す

。

 

。

一
首

全

体

(詞
書

・
作
者
名

・
歌
)

87

～

90

、

姫

、

姻
、

。
歌

・
詞
書

。
作
者
名

姐
、

剛
～

珊
。

300  32  457 180  50
f   i   f   f    f

3G1  44  (477)287  78
1   1        1    1

3847ミ

387118

429134
.,

439165

(477)168

500206

  、

30011

～羅

署)看

311昆

磁

313翫
罵

qg農

 

 

。
二

の
の

に
示

し
た
本
文

の
空
白
部
分

。

右

の
全

て
の
場

合
に

つ
い
て
内
閣
甲
本

は
本
文

を
有

し
て
い
る
。
又
、
活
字
本

の
歌
序
は
、
続
類
従
本
が
本
文

を
有
す

る
部
分

で
は
そ
れ

に

一
致
し
、
続
類
従

本
が
本
文
を
有

し
て
い
な

い
部
分

で
は
内
閣
甲
本

に

一
致

し
て

い
る
。
し
か
も

そ

の
部
分

に
於
け
る
内
閣
甲
本
と
活
字
本
と

の
本
文

の
異
同
は
、
例
え
ば
、

鵬

2

「
ま
よ
ふ
と

お
も

ふ
」
(
内
甲
)
‡
「
ま

よ
ふ
と
思
」
(活

)

の
如
き
や
、
漢
字

異
体
字

の
違

い
 
(活
字
本
で
は
漢
字
の
字
体
は
通
行
の
も
の
に
統

一
さ
れ
て
お
り
以
下

こ
の
点
は
問
題
に
し
な
い
こ
と
と
す
る
)
等
、
写

本
本
文
を
鉛
版

に
附
す
場
合
組
版

の
都
合
そ

の
他

に
よ
り
当
然
あ
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
表
記
法
上

の
違

い
を
除

く
と
3
例

に
過
ぎ
な

い
Q

こ
れ
ら

の
こ
と
は
、
右

に
記
し
た
部
分

に
於
け

る
内

閣
甲
本

と
活
字
体

と
の
本
文

の
密
接

さ
を
示
す

と
言

え
る
。

つ
ま
り
、
活
字
本

の
底
本

た
る
続
類
従
本
が

そ
の
活

字
本

に
対

し
て
本
文
を
欠
く
部
分

は
内
閣
甲

本

に
よ

っ
て
補

わ
れ

た
可
能
性

が
極

め
て
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。
次

に
そ
の
3

例

の
異
同
を
示
す
。

鵬
そ
こ
と
し
も
を
し
へ
も
を
か
ぬ
道
な
れ
は
ふ
み
し
る
内
の
さ
そ
ま
よ
ふ
ら
ん

(内
甲
)

 
 

そ
と
(活
)

鵬
深
山
に
て
光
は
れ
け
る
い
に
し

へ
の
月
や
な
れ
か
し
人
さ
そ
ふ
ら
ん

(内
甲
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
(活
)

謝
く
も
り
な
き
法
の
光

の
さ
し
も
草
露
の
う
か
ひ
も
も
し
や
の
こ
さ
む

(内
甲
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
え
(活
)

鵬
番

に

つ
い
て
は
、
内
閣
甲
本
、
活
字
本

い
ず
れ

の
本
文
で
も
解

釈
は
可
能

で

あ
り
、
字
体
も
類
似
性
が
あ
り
、
単
純
な
誤
読

に
よ
る
も
の
と
も
考

え
ら
れ
る

が
、
或

は
活
字
本
成
立
段
階

で
木
文

に
意
味

の
明
確
さ
を
求

め
た
も

の
か
と
も

思
わ
れ
る
。

珊
番
と

鵬
番

に
つ
い
て
は
、
諸

本
は
活
字
本

と
同
様

で
、
本
文
解

釈
上
も
内
閣
甲
本

に
妥
当
性
が
あ
る
と
は
言
え
ず
、
活
字
本

成
立
段
階

で
訂

し

た
も

の
と
考
え
得
る
。
従

っ
て

こ
の
3
例
の
異

同
は
、
前

に
述

べ
た
内
閣
甲
本

と
活
字
本
と

の
関
係

の
可
能
性
を
否
定
す
る
も

の
と
は
な
り
得

な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

 

と

こ
ろ
で
右

に
示
し
た
内
、

続
類

従
本
が
本
文

の
上
部
を
空
白
と

し
て
い
る

蹴
～
謝

に
つ
い
て
は
、
下
部

の
本
文
が
記
さ
れ

て
い
る
部
分
は
そ
れ
を
底
本

の

本

文
と
し
て
生

か
し
、

や
は
り
空
白
部
分

の
み
を
内
閣
甲
本

に
よ
り
補

っ
た

こ

と
が
次

の
2
例
な
ど

よ
り
窺

わ
れ

る
こ
と
を
確
認
し

て
お
き
た

い
。

細

, 

な
は
あ
わ
れ
と
な
と
か
い
わ
さ
ら
ん
定
な
き
世
の
習
ひ
は
か
り
も

(続
)

 
恋
し
な
は
う
ら
み
と
な
と
か
い
は
さ
ら
む
さ
た
め
な
き
世
の
た
め
し
斗
も

(内
甲
)

 
 
 
 
 

⇔

 
恋
し
な
は
あ
は
れ
と
な
と
か
い
は
さ
ら
ん
定
な
き
世
の
習
ひ
は
か
り
も

(活
)

泌
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
た
も
な
し
今
夜
の
こ
と
を
夢
に
な
せ
と
や

(続
)

 
う
つ
ン
に
て
思

へ
は
い
は
む
方
も
な
し
今
夜
の
事
を
夢
に
な
さ
は
や

(内
甲
)

 
 
 
 
 

⇔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
は
イ

 
う

つ
ン
に
て
思

へ
は
い
は
ん
方
も
な
し
今
夜
の
こ
と
を
夢
に
な
せ
と
や

(活
)

 
 
 
㈲

 
次

に
、
活
字
本

の
異
本
注
記

に

つ

い

て

見

る
。
底
本
た
る
続
類
従
本

に
は

「
イ
」

と
記
す
傍
記
は
な

い
。
従

っ
て
、
活
字
本
の
そ
れ
は
、
当
然

「
秘
閣
本
」

と

の
校
合

の
結
果
を
示
す

も
の
と
言

え
る
。
そ

こ
で
活
字
本

の
異
本
注
記
本
文

一27一



を
内
閣
甲
本

の
本
行
本
文
と
対
比
し

て
み
る
。
次

に
例
示
す

る
。

。
歌

 
 
 

か
り
イ

ー7
か
へ
る
へ
き
ほ
と
は
雲
井
の
ーー
か
け
に
め
く
り
あ
ふ

へ
き
秋
や
待
ら
ん

(活
)

 
 
 

鷹

(内
甲
)

 
 
 
 
 
 
 
 

つ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帰
な
ん
イ

㎜
月
草
に
こ
ろ
も
は
染
て
都
人
い
も
を
し
恋
て
は
や
か
へ
る
な
り

(活
)

 
 
 
 
 
 
 
 

っ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帰
な
ん

(内
甲
)

。
詞
古

 
 
 
 
 
 

宿
イ

脳
三
十
首
歌
中
に
名
所
を

へ活
)

 
 
 
 
 
 

宿

(内
甲
)

 
 
 
 
 
 

イ
.尤
 
 
 
間
イ

姻
文
集
の
歌
に
草
堂
深
錬
自
雲
と
い
ふ
事
を
あ
そ
は
し
け
る

(活
)

 
 
 
 
 

草
深
錬
白
雲
間

(内
甲
)

。
作
者
名

 
光
俊
イ

瓢
慈
圓
曾
正

(活
)

 

光
俊

(内
甲
)

 
 

守
イ
 
 イ
七

柵
隆
専
法
師
女

(活
)

 

隆
守
法
師

(内
甲
)

以
上

の
如
く
、

歌

に
つ
い
て
31
例
、
詞
占

に

つ
い
て
6
例
、
作
♂
名

に
つ
い
て

25
例
あ
る
活
字
本

の
異
本
注

記
本
文

は
、

全
て
内
閣
甲
本

の
本
行
本
文
と

一
致

し

て
い
る

の
で
あ
る
。

し
か
も
、
少

な
く

と
も
今
回
調
査

の
諸
本

に
よ
る
限

り

で
は
、
活
字
本

の
異
本

注
記
本
文

に

一
致
す

る
本
行
本
文
が
内
閣
甲
本

に
し
か

見
出

せ
な
い
場
合
も
あ
る

(歌
8
例
、
作
者
名
7
例
)。
従

っ
て
活
字
本

の
異
本
注

記
は
内
閣
甲
本

に
よ
る
校
合

の
跡
を
示
す
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。

 
 
 

の

 

さ
て
、
活
字
本
と
そ

の
底
本
た
る
続

類
従
本
と

の
本
文

の

異

同

は
、
例
え

ば
、

糀
4
～
5

「
あ

を
は

Σ
夏

に
お
ち
か
は
り
け
り
」
 
(続
)
↓

「
青
葉
は

夏

に
落

か
は
り
け
り
」
 
(活
)

の
如
く
写
本
本
文
を
鉛
版

に
附
す
場
合
当
然
あ

り

得

る
と
考
え

ら
れ

る
表
記
法
上

の
違

い
を
除
く
と

鵬
例
あ

る
。

こ
の
内

の
励
例

に
つ
い
て
は
活
字
本

の
本

文
は
内
閣
甲
本

の
本
文
と

一
致
し
て

い
る
。
次

に
例

示
す

る
。

。
歌

鵬
あ
さ
な
き
に
い
そ
崎
め
く
る
舟
見
え
て
む
か
い
の
嶋
を
つ
た
ふ
白
浪

(続
)

 
 
 
 
 
 
 

こ
き

(内
甲
・
活
)

捌
わ
か
の
う
ら
や
し
つ
み
は
て
に
し
す
て
舟
の
今

・
な
み
に
世
に
ひ
か
れ
ぬ
る

(
続
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人

(内
甲
・
活
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(「
・
」
は
便
宜
的
に
入
れ
た
も
の
)

僻
わ
す
れ
す
よ
川
音
た
か
き
岩
か
ね
の
苔
ね
の
末
の
神
龍
の
宮

(続
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
路
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 蔵

(内
甲

・活
)

。
詞
書

 
 
 
 
 

花
の
こ
ろ
よ
め
る

(続
) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光
俊

 
 
 
 
 
 
 

後

(内
甲

・
活
)

謝
こ
れ
そ
こ
の
か
ね
て
思
ひ
し
さ
ひ
し
さ
よ
さ
く
ら
も
ち
り
ぬ
と
ふ
人
も
な
し

 
 
 
 
 

歳
暮

・
・
(続
)

 
 
 
 
 
 
 

述
懐

(内
甲
.
活
)

謝
い
そ
く

へ
き
か
す
に
も
あ
ら
ぬ
う
き
身
さ

へ
な
を
こ
と
し
け
き
年
の
暮
哉

 

そ
の
他
作
者
名

に

つ
い
て
も
、

8
作

「
層
正
公
朝
臣
」
 
(続

)
↓

「
曾
正
公

朝
」
(
内
甲

・
活
)
、

謝
作

「
寂
蓮
恵
法
師
」
(
続
)
↓

「
寂
恵
法
師
」
(
内
甲

・

活
)
と

い
っ
た
如
く

で
あ

る
。

又
、

捌
番

に

つ
い
て
は
、
続
類

従
本

で
は
詞
書

が

「
後
鳥
羽
院

よ
り
親

の
あ
と
あ

る
よ
し
仰
た

り

け

る

次

に
隆
柘
よ
み
侍
け

る
」
と
あ
る
が
、
内
閣
甲
本

・
活
字
本

で
は

「
・
」
を
付

し
た
部
分

は
な
く
、

作

書
名

が
他
の
場

合
の
書
式
と
同
様

に
、
 
「
隆
祐
朝
臣
」
と
あ

る
。
更

に
、

辮

郡

に
っ
い
て
は
、
続
類
従
本

で
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
樵
夫

摺
見
わ
た
せ
は
爪
木
の
道
の
松
か
け
に
柴
か
け
て
や
す
む
山
入

と
あ

る
が
、
内
閣
甲
本

・
活
字

本
で
は
、

詞
書

ーー

「
樵
夫
」
、
作
者
名

11

「
宗
親
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王
」
で
、

四
句

目
は

「
柴

よ
せ
か
け

て
」
と
な

っ
て
い
る
Q

 

以
上
見

て
き

た
如
く
、
活
字
本
と
そ

の
底

本
た
る
続
類
従
本
が
本
文
を
異

に

す
る
場
合

の
多

く
は
、
内
閣
甲
本

に
よ

っ
て
本

文
が
校

訂
さ
れ
た

こ
と
を
示
す

と
考
え
ら
れ
る
。

 

と
こ
ろ
で
仮
名
遣

い
の
違

い
に
つ
い
て
も
触

れ
て
お
き

た

い
。
続

類
従
本
と

活
字
本
と
の
仮
名
遣

い
の
違

い
は
20
例
程
見
ら
れ
る
。
例
え
ぽ
、
18
1

「
め
く

り
あ
わ
む
」

(続
)
↓

「
め
く
り
あ
は
む
」
(
活
)

の
如

く
、
活
字
本

が
歴
史

的

仮
名
遣

い
に
訂

し
て
い
る
と
見
ら
れ
wò
も

の
も
あ
る
。
し
か
し
又
、
96

4

「
よ

わ
ら
ぬ
虫

も
」

(続
)
↓

「
よ
は
ら

ぬ
虫
も
」

の
如
く

の
も

の
も
あ
り
、
必
ず
し

も
常

に
活
字
本
が
歴
史
的
仮
名
遣

い
に
訂

し
て

い
る
訳
で
は
な

い
。
そ
し
て
、

右

の
20
例
中

19
例
ま
で
、
活
字
本
が
内
閣
甲
本

に

一
致

し
て

い
る
。
又
、
蹴
4

「
も

の

x
あ
わ
れ
も
」
(
続
、
活

)
‡

「
物

の
哀
も
」
(
内
甲
)

の
如

く
、
内
閣

甲
本
が
漢
字
表
記

の
場
合
続
類
従
本

の
仮
名

遣

い
を
そ

の
ま
ま
活
字
本
が
受
け

継

い
で
い
る
場
合
等
も
間

々
あ

る
。

こ
れ

ら
よ
り
し
て
、
活
字
本
成

立
段
階

で

歴
史
的
仮
名
遣

い
に
統

一
す
る
姿
勢

は
な
く
、

た
だ
、
他

の
異
同

の
場
合

と
同

様

に
続
類
従
本
と
内
閣
甲
本
と

の
比
較

に
よ
り
、
前
者

の
仮
名
遣

い
の
誤

り
と

判
断
し
た
場
合
は
後

老

に
よ

っ
た
も

の
と
考

え
ら
れ

る
。
猶
、
前
記
内

閣
甲
本

に
よ

っ
て
補
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
部
分

に
於

い
て
は
、
活
字
本

の
仮
名

遣

い

は
、
そ

の
内
閣
甲
本

に

一
致

し
て
い
る
。

 
さ
て
、
以
上

の
如
く
底
本

の
続
類
従
本

の
本
文
が
内
閣
甲
本

に
よ

っ
て
訂

さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
場
合
と
、
㈲

に
述

べ
た
異
本
注
記

の
場
合
と
比

べ
て
み
る

と
、
猶
疑
問

の
点
が
な
く

は
な
い
が
、
大
旨
次

の
如
く

に
考

え
ら
れ

よ
う
。

。
底
本

の
続
類
従
本

の
本
文

に
問
題
が
あ

る
と
考

え
ら
れ

る
場
合

や
、
校

合
本

と
目
さ
れ
る
内
閣
甲
本

の
本
文

に
よ
り
妥
当
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ

る
場

合
な

ど
は
、

そ

の
内
閣
甲
本

の
本
文

に
依
拠

し
た
の
で
は
な
い
か
。

。
続
類
従
本
、
内
閣
甲
本

の
両
方

の
本
文

に
妥
当
性
が
認

め
ら
れ
る
場
合

や
、

固
有
名
詞
な
ど

に
つ
き
判
断

不
能

な
場
合

な
ど
は
、
内
閣
甲
本

の
本
文
が
「
イ
」

本

の
本
文
と
し
て
標
示

さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

 

こ
こ
で
序

に
、
続
類
従
本
と
活
字
本
と

の
他

の
本
文

の
異
同

に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
た

い
。
先
ず
、

27
番

の
詞
書

に

つ
い
て
は
、
続
類
従
本
は

「
平
首

の

歌

の
中

に
」
と
あ

る
が
、
内
閣
甲

本
は
詞
書
を
欠

い
て

い
る
。
し
か
し

「
平
」

は
明
ら

か
な
る
誤
り
と
考
え

ら
れ
、
活
字
本

で
は

「
千
首

の
歌

の
中

に
」
と
訂

せ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
他
、
底
本

の
続
類
従
本
、
校
合
本
と
目
さ
れ

る
内
閣
甲

本
、

い
ず
れ

の
本
文

に
も

一
致

せ
ず
、
活
字
本
が
独
自

の
本
文
を
見

せ
て
い
る

場
合
を
次

に
示
す
。
先
ず
、

73
番

の
詞
書

に

つ
い
て
は
、
続
類
従
本

・
内
閣
甲

本
共

に

「
嶋
螢
」
だ
が
、
活
字
本

は
詞
書
を
有
し

て
い
な

い
。

こ
れ
は
、
活
字

本
本
文

の
成
立
段
階

に
於

い
て
欠
落
し

た
も

の
と
考
え
ら
れ

よ
う
。
そ

の
他

は

次

に
列
挙
す
る
。

 
 
 
 
 

藤
原
朝
臣
光
俊
す
》
め
た
る
百
首
の
歌
に
基
氏
卿

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

け

(続
・
内
甲
)

9
春
来
て
も
さ
む
け
き
山
の
峯
か
け
に
日
景
し
ら
れ
て
の
こ
る
し
ら
雪

(活
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

わ
け

(続
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分

(内
甲
)

1ー
あ
さ
き
た
き
ま
た
う
ら
わ
か
き
章
の
原
思

へ
は
秋
の
露
も
ほ
と
も
な

(活
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
と
も
な
し

(続
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
程
も
な
し

(内
甲
)

15
き
え
そ
む
る
雪
ま
に
見
ゆ
る
春
の
色
も
あ
さ
沢
を
の
ン
草
の
下
も
え
卿

(活
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
(続
・
内
甲
)

61
し
の
㌧
め
の
明
ゆ
く
螢
の
あ
と
に
な
を
声
の
こ
る
ほ
と
ン
き
す
哉

(活
)

 
 
 
 
 
 
 
 
雲

(続
.
内
甲
)

71
を
鹿
ふ
す
太
山
の
す
そ
の
木
隠
れ
に
と
も
し
の
影
の
み
え
ぬ
夜
そ
な
き

(活
)

 
 
 
 

は

(続
・
内
甲
)

72
む
は
た
島
ま
の
闇
の
う

つ
》
の
鵜
ひ
舟
月
の
さ
か
り
や
夢
も
見
る
ら
ん

(活
)

 
 
 
 
・
(続
・内
甲
) 
 
 
 
鵜
…か
ひ

(続
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鵜
飼

(内
甲
)
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74
む
ら
雨

の
雲
夜

の
一U,…た

る
か
す
見
え
て
吹

風
す
さ
む
庭

の
夏
草

(活
)

 

 

 

 

 

 

 

ほ
た
る

(続
)

 

 

 

 

 

 

 

螢

(内
甲
)

蝦
月

の
こ
る
い
そ
山
も
と
は
明
や
ら
て
浪

よ
り
し
む
う
ち
の
あ
さ
霧

(活
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ら

(続

・
内
甲
)

僻
ら
も
み
ち
葉

の
し
た
て
る
水

の
か
け
み
れ
は
河
ゆ
く
浪

は
時
雨
さ
り
け
り

(活
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ほ
か

(続
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
外

(内
甲
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(さ
え
て
イ
)

㎜

こ
ほ
り
ゆ
く
汀
は
と
を
く
風
寒
く
尾
花

に
の
こ
る
ま
の

ン
う
ら

か
せ

(活
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒
て

(続
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さ
え
て

(内
甲
)

珊
し
は
し

,,.そ
よ

そ
に
過

ぬ
と
思

ひ
し
か

,,
に
積
り
け
る
年

の
ゆ
き

ン
を

(活
)

 

 

 

ご
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身
(続

・
内
甲
)

㎜
君

か
代
は
た
か

の

Σ
山

の
岩

の
空
あ
け
む
朝

の
法
に
あ
ふ
ま
て

(活
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

室

(続

・
内
甲
)

謝
た
ひ
こ
ろ
も

よ
そ
に
た

つ
日
は

つ
》
く
と
も
契
し
中
に
心

へ
た

つ
な

(活
)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ら

(続

・
内
甲
)

 

 

 

 

 

竃

敷
〕

脳
詞
 
修
行

せ
さ

ま
た
ま
ひ
け
る
に
み
ち
に
て

 

 

 

 

 

ま

せ

(続
)

 

 

 

 

 

さ

せ

(内
甲
)

 

 

 

(想
イ
)

鵬
作
 
寂
蓮

法
師

(活
)

 

 

 

恵

(続

・
内
甲
)

 

 

(推
イ
)

謝
作

順
心
法
師

(活
)

 

 

 
唯

(続

・
内
甲
)

以

上

は
、

次

の
如

く

に
考

え

ら
れ

よ
う

。

。
続

類

従

本

の
本

文

の
字

体

の
変

形

等

の
為

に
誤
読

が
生

じ

、
内

閣

甲

本

の
本

文

を

「
イ
」

本

注

記

し

た

と
考

え
ら

れ

る
も

の
↓

鵬
、

鵬

作
、

謝
作

。

。
続

類

従

本

の
本
文

を

誤
読

し

た

か
、

或

は

意

識

的

に
訂

し

た

上

で
、

内

閣

甲

本

の
本

文

を

退

け

た

と
考

え

ら

れ

る
も

の
↓

9
、

32
、

71

、

……
、

餅
。

。
続

類

従

本

、

内

閣

甲

本

両
方

の
本

文

を

誤

読

し

た

か
、

或

は
意

識

的

に
訂

し

た
と
考

え
ら
れ
る
も

の
↓
14
、
㎜
、

劉
、

9
詞
、

脳
詞
。

。
活
字
本

の
原
稿

の
誤
り
か
誤
植
等
印
刷
上

の
事
故
と
考
え
ら

れ

る

も

の
↓

5
、

1
、

2
、

4
、

O
Q

-
 
 
 ρ0
 
 
 7
 
 
 7
 
 
 0り

 
 
 
 
 
 
 
 

1

又
、

15
詞
 
大
曾
正
、
恵
千
首
の
歌
よ
み
け
る
に

(活
)

 
 
 
 
 

設

(続
)

 
 
 
 
 

隷

(内
甲
)

説
作

親

・
法
師

(活
)

 
 
 

諭

べ
続
)

 
 
 

愉

(内
申
)

こ
の
二
例

は
、
続
類
従
本
、
内
閣
甲
本
共

に
字

に
不
審
が
あ

り
、
活
字
本

で
は

「
x
」

に
よ

っ
て
示

し
た
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
更

に
、

58
番

の

「
た
ち
は
な

に
風

ふ
き

か
ほ
り
く
も

る
夜
を
す
ま

ひ
に
な

の
る
時
鳥
哉
」

は

『
拾
遺
愚
草
』

に
見

え
る
歌

で
あ

る
が
、
作
者
名

「
家
定
卿
」

に
つ
い
て
活
字
本

成
立
時

に
疑

問

を
は
さ
み

〔
定
家
欺

〕
と
続
類
従
本

・
内
閣
甲
本

に
な

い
注

記
を
施
し
た
も

の
と
思

わ
れ
る
Q

 

以
上
ω

～
⑭

を
勘
案
す

れ
ぽ
、
活
字
本

の
成
立

に
際
し
、
続
類

従
本
を
底
本

と
し
、

そ
れ
に
対
校

さ
せ
た
伝
本
は
内
閣
甲
本
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
。
又
、

活
字

本
独
自

の
本
文

の
改

訂
や
誤

り
に
よ
り
、
底
本
、
校
合
本

い
ず
れ

に
も
本

文

が

一
致

し
な

い
場
合
も

生
じ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

 

と

こ
ろ
で
、
内
閣
甲
本

m
番
、
内
閣

乙
本

87
番

の
朱
小
字
補

入

に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た

い
。
両
者
は
そ

の
本
文
が

互
い
の
原
本
文
と

一
致

し
て

お
り
、
書

体
も
比
較
的
近

い
。
又
、
後
者
は
続

類
従
本

に
は
見
え
ず
、
少
な
く
と
も

そ
の

書
写
段
階
以
後

の
補
入

か
と
考

え
ら
れ
る
。
従

っ
て
憶
測
す
れ
ぽ
、
或

は
両
老

は
活
字
本
成
立
段
階

で
の
両
伝
本

の
交
渉

に
よ

っ
て
生
じ
た
も

の
か
と
も
思

わ

れ

る
。
と
す
れ
ぽ
、
内
閣
乙
本
も
続
類
従
本

の
底
本
と
し
て
、

活
字
本

の
成

立
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に
関

与

し

た

か

と

も

想

像

さ

れ

る

が
、

猶

不
明

で
あ

る
。

 

さ

て
、

活

字

本

の
初

版

で

あ

る

経

済

雑

誌

社
版

の
本

文

の
成

立

経

過

に

つ

い

て
見

て
来

た
訳

で
あ

る
が

、

そ

の
本

文

を

再
版

で
あ

る
続

群

書

類

従

完

成

会

版

の
本

文

と

比

べ

て
み

る
と

若

干

の
異

同
が

あ

る
。

次

に
整

理

し

て
示

す

。
 

(猶

⇔

の
㈲
に
示
し
た
も

の
に

つ
い
て
は
番
号
に
よ

っ
て
示
す
)

。
例

え
ば

鱒
さ
れ

は
一
㌦て
苔

の
下
と
も
た

の
ま
れ
す
う
き
名
を
埋
む
習

ひ
な

ら
ね

は

(完
)

 

 

 

と

(雑

・
但
、
こ
れ
も
字
の
下
半
部
が
欠
け
て
い
る
。)

の

如
く

、

完

成

会

版

の
印

刷

上

の
事

故

等

に
よ

り
本

文

が

欠

落

し

た
と

考

え

ら

れ

る
も

の

は
数

例

み
ら

れ

る
。

こ
れ

は

あ

り
得

べ
き

も

の

で
あ

り

、

こ

こ

で

は

そ

れ

程

問

題

に

は
な

ら

な

い
と

思

わ

れ

る

Q

。
雑

誌

社

版

の
本

文

の
欠

落

を

補

っ
た

と

考

え

ら

れ

る

も

の
↓

73

詞
、

74

2
、

珊

1
、

㎜

4
。

こ

の
内

、

73
詞

に

つ
い
て

は

続

類

従

本

、
内

閣
甲

本

に
は

「嶋

螢

」

と
あ

る

に

よ

り
訂

し

た

も

の
と

考

え

ら

れ

る

。

・
雑

誌

社

版

の
本

文

の
誤

り

を

訂

し

た

と

考

え

ら

れ

る
も

の
↓

14

5
、

15

5

、

61

3
、
 
72

1

、 
72
3

、 
64

司

0

 

 

 

 
 

 

 

 

 

96
一="

。
校

合

本

の
内

閣

甲

本

の
本

文

に
依

拠

し

訂

し

て

い
た
も

の

を
底

本

の
続

類

従

本

の
本

文

に
再

訂

し

た
と

考

え

ら

れ

る

も

の

に
次

の
四

例

が

あ

る

。

8
茜
さ

す
こ
の
日
は
く
れ

ぬ
し
め
の
雪

む
さ
ら
き

の
野
に
若
菜

つ
め
と
や

(雑
、
内
甲
)

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

つ
む
と
て

(完
、
続
)

㎜
わ
き

も
こ
か
う

へ
か
た

ら
な

ん
都
鳥
さ

こ
そ
む
か
し

の
人
も
と
ひ
け
め

(雑
、
内
甲
)

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
は

(完
、
続
)

謝
う
き

に
こ
そ

つ
か
は
ぬ
鴛

の
ね
を
も
き
け
涙
に
沈
む
身
を

い
か
に
せ
ん

(雑
、
内
甲
)

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

な

(完
、
続
)

65
作

従
二
位

行
家
卿

(雑
、
内
甲
)

 

 

従
二
位

行
家

(完
、
続
)

。
以
上

の
他

32
身
に
か
へ
て
花
を
は
お
し
む
世
な
り
と
も
な
か
ら
む
跡
の
春
そ
悲
し
き

(雑
、
続
、
内
甲
)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ

(完
)

 
右
は
、
完
成
会
版

の
誤
植
と
も
考

え
ら
れ

る
が
、
続
類
従
本

の

「
利
」

の
草

体
が
多
少
変
形
し
て

い
る
為

に

「
れ
」
と
読
ん
だ
結
果
か
と
も

思

わ

れ

る
。

又
、
独
自

に

「
世
な
れ
ど
も
」

と
解

し
た
も

の
か
と
も
考
え

ら
れ

る
。

 
以
上

の
如
く
で
あ
る
。
従

っ
て
雑
誌
社
版

を
再
版
す

る
に
際

し
、
そ

の
明

ら

か
な
る
誤
り
は
訂
正
す
る
と
と
も

に
、
底
本
、
校
合
本

(
若
し
く

は
雑
誌
社
版

の
原
稿

)

の
段
階

に
ま
で
戻

り
、
若
干

の
校
訂
が
な
さ
れ
、
完
成
会
版

の
本
文

と
な

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
猶
そ

の
後

の
重
版
は
大
旨

こ
の
完
成
会
版
初
版
本

文

に

一
致
し
て

い
る
が
、
前

に
示

し
た
蜘
番
歌

に

つ
い
て

蜘
ー
さ
れ
は
と
て

(雑
、
続
)
㎡

「さ
れ
は
こ
そ
」
(内
甲
)

 
 
 
 

↑

 

さ
れ
は

、
て

(完
)

 
 
 
 
 
↑

 
 
さ
れ
は
し
て

(完
成
会
版
の
重
版
)

の
如
く
、
完
成
会
版
初
版
の
本
文

の
欠
落
を
補

っ
た
結
果
、
独

自
異
文

を
示
す

に
至

っ
た
場
合
も
あ

る
Q

ま
と
め

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(今
、
乙
本
)

 

『
拾
遺
風
躰
和
歌
集
』
続
群
書
類
従
活
字

本

の
本
文

は
、
内

閣
文
庫

(
二
〇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(今
、
甲
本
)

○
ー

二
二
七
)
本
を
臨
摸
し
た
続
群
書

類
従

原
本

を
底
本

と
し
、
内

閣
文
庫
(
二

〇
〇
i

一
二

六
)
本
を
校
合
本
と
し
て
、
校

訂
が
な
さ
れ
成
立
し
、
そ

の
後

再

版

の
段
階

で
も
若
干

の
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
も

の
と
推
定

さ
れ
る
。

 
右

に

つ
い
て
は
、
井
上
氏
が
、 

「
内
閣

二
〇
〇

・
二
二
七
本

は

一
九
三
下
終

(今
、
㎝
番
以
下
)
 
 
(今
.
活
字
本
)

11
以
下
が

欠
で
、
続
類
従
本

に
そ
れ
以
後
校
合

の
跡
が
な

い
所
を

み
る
と
、

こ

の
系
統
本

に
よ

っ
て
校
合

し
た
よ
う
に
思

わ
れ

る
が
、
な

お
今
後

の
検
討

を
ま
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ち
た

い
。
」

(
『中
世
歌
壇
史
の
研
究

南
北
朝
期
』

一
四

一
頁
)

と
述

べ
て
お
ら
れ
る

が
、

こ
れ
を
訂

正
し
補
足
す

る
こ
と
が

で
き
る
か
と
思

わ
れ
る
。

 
最
後

に
、
推
定

さ
れ

る
続
群
書
類
従
活
字
本

の
成

立
経
過
を
図

示

し

て

お

く
o

 

 
 
 
 
 
 
 
 

… 

 

 

 

 

 

… 

 

 

 

 

 

(校
訂
)

丙
閣
文
璽

。。⊥
三
茉
}
続
群
書
類
従
原
杢
認

群
書
類
従
活
字
杢
畜

塵

}内

閣

文

庵

一6
0剥
一宍

杢
 
 
 
i

:

ー

ー
-
ー
-i

〔
付
記
〕

 
本
稿
作
成

に
当
り
貴
重

な
る
資
料

の
閲
覧
を
御
許
可
せ
ら
れ
た
関
係
各
位
と

何
か
と
御
手
を
煩
せ
た
宮
内
庁
書
陵
部

の
職
員

の
方

々
と

に
深
く
感
謝
申

し
上

げ
る
。

 
又
、
懇
切
な

る
御
指
導

を
賜

っ
た
平
沢

五
郎
、
池

田
利
夫
両
先

生

に
厚

く
御

礼
申

し
上
げ

る
。
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